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◇対総資産、対時価総額でキャッシュ比率が高めで、有効活用に期待
（選択条件）
・TOPIX1000指数採用銘柄。直近実績期のネットキャッシュ比率((手元流動性-有利子負債)÷総資産×100）が25％以上で、
キャッシュリッチレシオ((手元流動性-有利子負債)÷時価総額×100)が20％以上。直近予想期の業績、配当予想あり。株
価26週移動平均カイ離がプラス、売買代金25日平均1億円以上、時価総額500億円以上。

キャッシュリッチな銘柄銘柄
スクリーニング
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特 集

　世界の新造船建造量は、11年をピークに急減したが、
足元では回復傾向にある(図表１)。海上輸送需要の増加、
老齢船の入れ替えもあって24年に受注が急増。30年代
後半にかけて建造量の増加が見込まれている。
　日本の新造船シェアは24年に13％と縮小傾向だ。経
済安全保障の面からも造船業再生は重視され、政府は
35年に建造量倍増を目標とする方針。造船分野で米国
との協力も進める。業界団体は10月に大型投資を表明
し、政府の支援を要望した。
　重工大手の撤退もあり、造船を主業とする企業は非上
場が多いが、舶用エンジン、舶用機器など関連製品に強
みを持つ企業は多い。図表2に造船・船舶関連の企業を
まとめた。 (大部)

造船・船舶関連

日本の造船業再生への機運が高まる
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グロース銘柄の軟調続く
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11月の
スケジュール 米経済指標発表予定は政府機関閉鎖影響で流動的
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〈日 本 株〉

　日本株は高市首相誕生の前後から大幅高を繰り
返した。10月24日の所信表明演説では、防衛費
の積み増しや労働時間規制の見直し検討などを提
示。重要な施策となる｢危機管理投資｣や｢成長投
資｣で強い経済の実現を強調し、27日の日経平均
株価は史上初の5万円台を突破した。
　日経平均株価の向こう12ヵ月の予想PERは
約23倍(Bloomberg集計、10/24)まで上昇し、
アベノミクス当時の上限の約20倍を超えている。
9月中間決算発表で業績の上方修正が相次げば、
予想EPSが上昇して割高感は修正されようが、日
柄調整の可能性は高いとみる。当面は5万円前後
のレンジ相場が続くと予想する。
　10月後半から11月は、業績見通し修正と合わ
せて自社株買いや増配が発表されることもある。
企業の解散価値とされる純資産よりも株価が低い
(PBR1倍割れ)企業は、資本効率の改善や株主還
元の強化が求められ、自社株買いで自己資本の圧
縮を進める企業がある。 (10/28 田部井)

日経平均株価で5万円前後のレンジ相場が続こう

自社株買いや増配の発表に注目

11月の展望

10月の銘柄・業種別騰落率（9/30→10/27）


